
工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　1 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　１ 　

担当者：　溝口博幸

担当者：　溝口博幸

科目名：　国語3a 英文名：　Japanese 3a

科目名：　国語3b 英文名：　Japanese 3b

第 1週　答案返却・解答、
第 2週　「『環境史』から考える」 石 弘之
第 3週　「『環境史』から考える」 石 弘之
第 4週　「『環境史』から考える」 石 弘之
第 5週　「モードの論理」 鷲田 清一
第 6週　「モードの論理」 鷲田 清一
第 7週　「モードの論理」 鷲田 清一
第 8週　「葉桜と魔笛」 太宰 治
第 9週　「葉桜と魔笛」 太宰 治
第10週　答案返却・解答、
第11週  「鞄」 安部 公房
第12週　「鞄」 安部 公房
第13週　「国際化の流れの中で」山崎 正和
第14週　「国際化の流れの中で」山崎 正和
第15週　「国際化の流れの中で」山崎 正和

■授業概要・方法等
  近代以降の様々な文章を読むことを通し、思考力を深め、進んで表現し、人生を豊かにする
態度の育成を行ないます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(E-G1)論理的に考え、説得力を持って提示することが出来る書き方を理解する。
２．(E-G1)相手や目的に応じて題材を選び、効果的な表現を考えて書く。
ことができるようになります。
■教科書  『新編 現代文B』 東京書籍
■参考文献　教科書準拠の学習課題集、『常用漢字クリア』尚文出版
■関連科目　特になし
■成績評価方法および基準
  定期考査成績：定期試験(50％)、小テスト（30％）、提出物(20％)として評価します。
　定期試験は中間・期末の2回。　方式：　記述式
  最終成績：　定期考査成績の平均点とします。
　90点以上「秀」，80点以上90点未満「優」，70点以上80点未満「良」，60点以上70点未満
「可」，60点未満「不可」とします。
■授業時間外に必要な学習：「学習課題ノート」を使用した予習・復習、漢字学習
■教員所在場所　溝口：図書館１階
■授業評価アンケート実施方法:　2月に Web Class にて実施します。
■メールアドレス　溝口：mizo@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　溝口博幸：月12：15～13:00

第 1週　「最初のペンギン」 茂木 健一郎
第 2週　「最初のペンギン」 茂木 健一郎
第 3週　「最初のペンギン」 茂木 健一郎
第 4週　「山月記」 中島 敦
第 5週　「山月記」 中島 敦
第 6週　「山月記」 中島 敦
第 7週　「山月記」 中島 敦
第 8週　「永訣の朝」 宮澤賢治
第 9週　答案返却・解答
第10週　「もう一つの知性」 姜 尚中
第11週　「もう一つの知性」 姜 尚中
第12週　「もう一つの知性」 姜 尚中
第13週　「カフェの開店準備」 小池 昌代
第14週　「カフェの開店準備」 小池 昌代
第15週　「カフェの開店準備」 小池 昌代

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　近代以降の様々な文章を読むことを通し、思考力を深め、進んで表現し、人生を豊かにする
態度の育成を行ないます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(D-G1)日本漢字能力検定２級程度の常用漢字の読みや書く能力を持つ。
２．(D-G1)文章の組立て、語句の意味などを理解し、語彙を豊かにする。
３．(D-G1)様々な文章を読むことを通して、自分の考えを深めたり発展させたりする。
ことができるようになります。
■教科書　 『新編 現代文B』 東京書籍
■参考文献　教科書準拠の学習課題集、『常用漢字クリア』尚文出版
■関連科目　特になし
■成績評価方法および基準
  定期考査成績：定期試験(50％)、小テスト（30％）、提出物(20％)として評価します。（夏休みの
課題は提出必須で、未提出の場合は成績が付きません。）
　定期試験は中間・期末の2回。　方式：　記述式
  最終成績：　定期考査成績の平均点とします。
　90点以上「秀」，80点以上90点未満「優」，70点以上80点未満「良」，60点以上70点未満
「可」，60点未満「不可」とします。
■授業時間外に必要な学習：「学習課題ノート」を使用した予習・復習、漢字学習
■教員所在場所　溝口：図書館１階
■授業評価アンケート実施方法：10月に Web Class にて実施します。
■メールアドレス　溝口：mizo@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　溝口博幸：月12：15～13:00

授　業　概　要

授　業　計　画 授　業　概　要



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　2.5 習熟度別クラス編成 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　2.5 習熟度別クラス編成 　

科目名：　英語3a 英文名：　English 3a

担当者：　 高畑時子　オルダネス･ジェームズ　花巻昌子　藤川雅行　遠藤千加子 

授　業　計　画 授　業　概　要
第　１週　Lesson 1  Ancient Rome
第　２週  Lesson 1  Ancient Rome
第　３週　Lesson 1  Ancient Rome
第　４週  Lesson 2 The Beautiful Game
第　５週  Lesson 2 The Beautiful Game
第　６週  Lesson 2 The Beautiful Game
第　７週　Lesson 3 Endangered Languages
第　８週　Lesson 3 Endangered Languages
第　９週　答案返却・解答
            Lesson 3 Endangered Languages
第１０週　Lesson 4 The World of Misuzu
第１１週　Lesson 4 The World of Misuzu
第１２週　Lesson 4 The World of Misuzu
第１３週　Lesson 5 The Secret Annexe
第１４週　Lesson 5 The Secret Annexe
第１５週　Lesson 5 The Secret Annexe

■授業概要･方法等
　教科書に沿った授業展開をし、英語1、英語2で学んだ英語コミュニケーション能
力の基礎をさらに発展させる活動を行います。
■学習･教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
1.　(E-G2) 英語の文章の構造について理解を深める。
2.　(E-G2) 英語の発音に注意しながら、話したり、聞いたりする。
3.　(E-G2) 外国の文化について理解を深める。
ことができるようになります。
ただし習熟度Cクラス(1～3)、A1,A2,A3クラス(1～2）を到達目標とします。
■教科書　　New One World Commuinication III(教育出版）
　　　　　　　  New One World  Expression II　　(教育出版）
■参考文献　なし
■関連科目　英語1、英語2、英語4、英語演習3、英語演習4、英語特講、TOEICプ
ラス、
外国文献講読
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回）、方式：記述式と選択式
定期考査成績：共通テスト７0%、OC10%、小テスト10%、課題10%で評価します。
最終成績：2回の定期考査成績の平均点とします。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　授業で指定された単語、熟語、表現を覚えること。
■教員所在場所　高畑：本館2F教務部、オルダネス：図書館1階、
花巻、遠藤、藤川：2号館2階共通教育科
■授業評価アンケート実施方法　10月にWebclassへの入力にて実施します。
■メールアドレス　高畑：takahata@ktc.ac.jp、オルダネス：james@ktc.ac.jp、
花巻：hanamaki@ktc.ac.jp、遠藤：endou@ktc.ac.jp、藤川：fujikawa@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日と木曜日の12時15分～12時55分

科目名：　英語3b 英文名：　English 3b

担当者：　高畑時子　オルダネス･ジェームズ　花巻昌子　藤川雅行　遠藤千加子 

授　業　計　画 授　業　概　要
第　１週　Lesson 6  New Image of Babies
第　２週　Lesson 6  New Image of Babies
第　３週　Lesson 6  New Image of Babies
第　４週　Lesson 7  Tuna
第　５週　Lesson 7  Tuna
第　６週　Lesson 7  Tuna
第　７週　Lesson 8  Rare Metals
第　８週　Lesson 8  Rare Metals
第　９週　答案返却・解答
            Lesson 8  Rare Metals
第１０週　Lesson 9  The Mystery of Mozart's Music
第１１週  Lesson 9  The Mystery of Mozart's Music
第１２週  Lesson 9  The Mystery of Mozart's Music
第１３週  Lesson 10 Living with Stress
第１４週　Lesson 10 Living with Stress
第１５週　Lesson 10 Living with Stress

■授業概要･方法等
　教科書に沿った授業展開をし、英語1、英語2で学んだ英語コミュニケーション能
力の基礎をさらに発展させる活動を行います。
■学習･教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
1.　(E-G2) 英語の文章の構造について理解を深める。
2.　(E-G2) 英語の発音に注意しながら、話したり、聞いたりする。
3.　(E-G2) 外国の文化について理解を深める。
ことができるようになります。
ただし習熟度Cクラス(1～3)、A1,A2,A3クラス(1～2）を到達目標とします。
■教科書　　New One World Commuinication III(教育出版）
　　　　　　　  New One World  Expression II　　(教育出版）
■参考文献　なし
■関連科目　英語1、英語2、英語4、英語演習3、英語演習4、英語特講、TOEICプ
ラス、
外国文献講読
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回）、方式：記述式と選択式
定期考査成績：共通テスト70%、OC10%、小テスト10%、課題10%で評価します。
最終成績：2回の定期考査成績の平均点とします。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　授業で指定された単語、熟語、表現を覚えること。
■教員所在場所　高畑：本館2F教務部、オルダネス：図書館1階、
花巻、遠藤、藤川：2号館2階共通教育科
■授業評価アンケート実施方法　2月にWebclassへの入力にて実施します。
■メールアドレス　高畑：takahata@ktc.ac.jp、オルダネス：james@ktc.ac.jp、
花巻：hanamaki@ktc.ac.jp、遠藤：endou@ktc.ac.jp、藤川：fujikawa@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日と木曜日の12時15分～12時55分



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　2.5 習熟度別クラス編成 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　2.5 習熟度別クラス編成 　

第　１週　答案返却・解答
　　　　　　微分法の総復習
第　２週　微分法の総復習
第　３週　微分法の総復習
第　４週　微分法の総復習
第　５週　積分法の総復習
第　６週　積分法の総復習
第　７週　積分法の総復習
第　８週　積分法の総復習
第　９週　積分法の総復習
第１０週　答案返却・解答
　　　　　　関数の展開　多項式による近似
第１１週　関数の展開　多項式による近似
第１２週　関数の展開　数列の極限
第１３週　関数の展開　級数
第１４週　関数の展開　マクロ―リン展開
第１５週　関数の展開　オイラーの公式

■授業概要・方法等
　微分法と積分法の総復習をし、関数の展開について学びます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(A-G1)それぞれの語句の意味を理解する。
２．(A-G1)それぞれの基本的計算をする。
３．(A-G1)それぞれの基礎的な計算をする。
４．(A-Ｇ1)それぞれの簡単な応用問題を解く。
５．(A-G1）それぞれの高度な応用問題を解く。
ことができるようになります。習熟度Sクラスは1～5、A1クラスは1～4、A2クラスは1～3、A3・Bクラ
スは1～2を達成目標とします。
■教科書　新微分積分Ⅰ（大日本図書）、新微分積分Ⅱ（大日本図書）、各担当者作成プリント
■参考文献　なし
■関連科目　物理、各専門科目
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回），方式：記述式
定期考査成績：定期試験と課題点（レポート、ノート等）を総合して評価します。
Sクラス：定期試験60％・課題点40％、A1クラス：定期試験70％・課題点30％、A2クラス：定期試
験80％・課題点20％、A3・Bクラス：定期試験90％・課題点10％
最終成績：2回の定期考査成績の平均とします。
90点以上「秀」，80点以上～90点未満「優」，70点以上～80点未満「良」，60点以上～70点未満
「可」，60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修
　各講義で指示された課題に取り組み，結果を担当者が確認します。
■教員所在場所／メールアドレス／オフィスアワー
伊藤豊治：本館2階企画広報部／titoh@ktc.ac.jp／月・木曜日12:15～13:00
小野朗子：本館2階教務部／ono@ktc.ac.jp／月・木曜日12:15～13:00
神田毅：図書館2階学習指導室／kanda@ktc.ac.jp／月・火曜日12：25～12：55
山下秀夫：２号館２階共通教育科教員室／yamashita@ktc.ac.jp／月・木曜日12:15～13:00
■授業評価アンケート実施方法　2月にWeb Class にて実施します。

科目名：　微積分学Ⅱｂ 英文名：　Differential and Integral Ⅱｂ

担当者：　伊藤豊治　小野朗子　神田毅　山下秀夫　清水一絋

授　業　計　画 授　業　概　要

科目名：　微積分学Ⅱa 英文名：　Differential and Integral Ⅱa

第　１週　積分法　不定積分の復習
第　２週　積分法　定積分と不定積分
第　３週　積分法　定積分の基本計算
第　４週　積分法　定積分の基本計算
第　５週　積分法　定積分の計算(置換積分法)
第　６週　積分法　定積分の計算（部分積分法）
第　７週　積分法　定積分の計算（置換積分法・部分積分法の応
用）
第　８週　積分法　いろいろな関数の積分
第　９週　答案返却・解答
　　　　　　積分法の応用(図形の面積）
第１０週　積分法の応用(曲線の長さ)
第１１週　積分法の応用(立体の体積)
第１２週　積分法の応用(媒介変数表示による図形)
第１３週　積分法の応用(極座標による図形)
第１４週　積分法の応用(広義積分)
第１５週　積分法の応用(変化率と積分)

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　積分法とその応用について学びます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(A-G1)それぞれの語句の意味を理解する。
２．(A-G1)それぞれの基本的計算をする。
３．(A-G1)それぞれの基礎的な計算をする。
４．(A-Ｇ1)それぞれの簡単な応用問題を解く。
５．(A-G1）それぞれの高度な応用問題を解く。
ことができるようになります。習熟度Sクラスは1～5、A1クラスは1～4、A2クラスは1～3、A3・Bクラ
スは1～2を達成目標とします。
■教科書　新微分積分Ⅰ（大日本図書）、各担当者作成プリント
■参考文献　なし
■関連科目　物理、各専門科目
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回），方式：記述式
定期考査成績：定期試験と課題点（レポート、ノート等）を総合して評価します。
Sクラス：定期試験60％・課題点40％、A1クラス：定期試験70％・課題点30％、A2クラス：定期試
験80％・課題点20％、A3・Bクラス：定期試験90％・課題点10％
最終成績：2回の定期考査成績の平均とします。
90点以上「秀」，80点以上～90点未満「優」，70点以上～80点未満「良」，60点以上～70点未満
「可」，60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修
　各講義で指示された課題に取り組み，結果を担当者が確認します。
■教員所在場所／メールアドレス／オフィスアワー
伊藤豊治：本館2階企画広報部／titoh@ktc.ac.jp／月・木曜日12:15～13:00
小野朗子：本館2階教務部／ono@ktc.ac.jp／月・木曜日12:15～13:00
神田毅：図書館2階学習指導室／kanda@ktc.ac.jp／月・火曜日12：25～12：55
山下秀夫：２号館２階共通教育科教員室／yamashita@ktc.ac.jp／月・木曜日12:15～13:00
■授業評価アンケート実施方法　10月にWeb Class にて実施します。

授　業　概　要

担当者：　伊藤豊治　小野朗子　神田毅　山下秀夫　清水一絋



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　1.5 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　1.5

科目名：　物理 3a 英文名：　Physics 3a

第　１週　答案返却・解答，静電気力，電荷，静電誘導，クーロンの
法則
第　２週　電界，電気力線，ガウスの定理，電位差，等電位面
　　　　　　電界中の導体
第　３週　コンデンサー，電気容量，コンデンサーの接続
　　　　　　静電エネルギー，誘電体
第　４週　電流，オームの法則，抵抗の接続
第　５週　電池の起電力と内部抵抗，キルヒホッフの法則
第　６週　ジュール熱，電力量と電力
第　７週　磁極の間に働く力，磁場
第　８週　電流による磁場，電流が磁場から受ける力
第　９週　磁化の強さと磁気モーメント，電磁誘導
第１０週　答案返却・解答，交流，電磁波
第１１週　電子の電荷と質量
第１２週　粒子性と波動性
第１３週　原子の構造，原子核
第１４週　放射能，核エネルギー
第１５週　素粒子

■授業概要・方法等
　技術者をめざす高専の学生を対象に、自然界に現れるさまざまな現象（波動・光・
電磁気など）の法則性や考え方を学びます。
■到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって
１．（A-G1）（D-G1）電気や磁気、物質の源である素粒子等に関して法則性があるこ
とを実感します。
２．（A-G1）（D-G1）電磁気、原子、原子核等の物理法則の意味がある程度理解で
きます。
３．（A-G1）（D-G1）電気や磁気、物質の源である素粒子等に関する基本的な問題
を解くことができます。
４．（A-G1）（D-G1）電磁気、原子、原子核等の物理法則が工業へ応用されることを
実感します。
できるようになります。
■教科書　「総合物理２　－波・電気と磁気・原子」　数研出版
■問題集　「リードα　基礎物理･物理」　数研出版
■参考文献　「フォトサイエンス　物理図録」　数研出版
■関連科目　物理2a・2b・3a，応用物理a・b
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（2回），方式：　記述式 　ならびに　課題
定期考査成績：定期試験80％　課題20％で評価します。
最終成績：2回の定期試験を平均して評価します。
90点以上「秀」、80点以上90点未満「優」、70点以上80点未満「良」、60点以上70点
未満「可」、60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　各講義で指示された課題に取り組むこと
■教員所在場所　今野：図書館１階　　畑山：教務部または図書館2階学習指導室
■授業評価アンケート実施方法　2月にWeb Classにて実施します。
■メールアドレス　今野：r-konno@ktc.ac.jp　畑山：hatayama@tse.kutc.ac.jp
■オフィスアワー　今野（月曜日　9限目）　畑山（火曜日　9限目）

第　１週　波源と媒質，波長・振動数と波の速さ，横波と縦波
　　　　　　正弦波
第　２週　弦を伝わる横波，重ね合わせの原理と波の独立性
第　３週　波の干渉，反射による位相の変化
第　４週　定常波，弦に生ずる定常波
第　５週　回折，ホイヘンスの原理
第　６週　反射の法則，屈折の法則
第　７週　全反射，ドップラー効果
第　８週　音の三要素，音の速さ
第　９週　答案返却・解答，共鳴，うなり
第１０週　光，光速度
第１１週　反射と屈折，プリズムによる屈折
第１２週　光路長，2本のスリットによる回折と干渉
第１３週　薄膜による干渉，ニュートンリング
第１４週　偏光，光のスペクトル
第１５週　光学機器（レンズ、光ファイバー等）

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　技術者をめざす高専の学生を対象に、自然界に現れるさまざまな現象（波動・光・
電磁気など）の法則性や考え方を学びます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって
１．（A-G1）（D-G1）波動現象の中に法則性があることを実感します。
２．（A-G1）（D-G1）波動に関する様々な法則の意味がある程度理解できます。
３．（A-G1）（D-G1）波動に関する例題、問などの基本的な問題を解くことができま
す。
４．（A-G1）（D-G1）波動現象の中にある物理法則が工業へ応用されることを実感し
ます。
できるようになります。
■教科書　「総合物理２　－波・電気と磁気・原子」　数研出版
■問題集　「リードα　基礎物理･物理」　数研出版
■参考文献　「フォトサイエンス　物理図録」　数研出版
■関連科目　物理2a・2b・3b，応用物理a・b
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（2回），方式：　記述式 　ならびに　課題
定期考査成績：定期試験80％　課題20％で評価します。
最終成績：2回の定期試験を平均して評価します。
90点以上「秀」、80点以上90点未満「優」、70点以上80点未満「良」、60点以上70点
未満「可」、60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　各講義で指示された課題に取り組むこと
■教員所在場所　今野：図書館１階　　畑山：教務部または図書館2階学習指導室
■授業評価アンケート実施方法　10月にWeb Classにて実施します。
■メールアドレス　今野：r-konno@ktc.ac.jp　畑山：hatayama@tse.kutc.ac.jp
■オフィスアワー　今野（月曜日　9限目）　畑山（火曜日　9限目）

授　業　概　要

科目名：　物理 3b 英文名：　Physics 3b

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　今野理喜男　畑山伸訓

担当者：　今野理喜男　畑山伸訓



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　1.5 特別進学クラス 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　1.5 特別進学クラス

第　１週　答案返却・解答　質点系の力学(力のモーメント、角運動
量)
第　２週　質点系の力学(回転の運動方程式、角運動量保存則)
第　３週　剛体の力学(慣性モーメント1)
第　４週　剛体の力学(慣性モーメント2)
第　５週　剛体の力学(固定軸周りの回転の運動方程式)
第　６週　剛体の力学(回転の運動エネルギー)
第　７週　剛体の力学(固定軸を持つ剛体の運動1)
第　８週　剛体の力学(固定軸を持つ剛体の運動2)
第　９週　振動(調和振動1)
第１０週　答案返却・解答　振動(調和振動2)
第１１週　振動(振動のエネルギー)
第１２週　振動(減衰振動1)
第１３週　振動(減衰振動2)
第１４週　振動（強制振動と共振）
第１５週　振動（LCおよびLCR回路）

■授業概要・方法等
　技術者をめざす高専の学生を対象に、近代科学に対応する基礎学力の向上のた
め、現在の工学の基礎を重点的に学習します。
■到達目標
受講生は、この授業を履修することによって、
　１．（A-G1）（D-G1）主に質点の力学に関する物理法則の意味をある程度理解し
ます。
　２．（A-G1）（D-G1）微積分、微分方程式が主に質点の運動を説明する上でいか
に重要であるかを実感します。
　３．（A-G1）（D-G1）主に特定の質点の運動（簡潔に解くことが出来る例）に対し
て、式をつくり答えを導きます。
　４．（A-G1）（D-G1）主に質点の運動に対する教科書の章末練習問題程度の問題
を解きます。
ことができるようになります。
■教科書　レベル別に学べる物理学I　末廣一彦他　丸善出版
■参考文献　「高専の応用物理　第2版」　森北出版
■関連科目　物理2a・2b・3a・3b，応用物理b
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（2回），方式：　記述式 　ならびに　課題
定期考査成績：定期試験80％　課題20％で評価します。
最終成績：定期考査成績を平均して評価します。
90点以上「秀」、80点以上90点未満「優」、70点以上80点未満「良」、60点以上70点
未満「可」、60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　各講義で指示された課題に取り組むこと
■教員所在場所　教務部または図書館2階学習指導室
■授業評価アンケート実施方法　10月にWeb Classにて実施します。
■メールアドレス　hatayama@tse.kutc.ac.jp
■オフィスアワー　火,水曜日　9限目

第　１週　ガイダンス、単位系、次元
第　２週　物理のための数学の準備(微分・積分)
第　３週　物理のための数学の準備(ベクトル)
第　４週　変位、速度と加速度
第　５週　質点の力学(運動の法則)
第　６週　質点の力学(運動の法則)
第　７週　質点の力学（様々な力と運動方程式の解法1）
第　８週　質点の力学(様々な力と運動方程式の解法2)
第　９週　答案返却・解答　質点の力学(力積と運動量)
第１０週　質点の力学(運動量保存の法則)
第１１週　質点の力学（仕事、運動エネルギー）
第１２週　質点の力学(位置エネルギーと保存力)
第１３週　質点の力学(力学的エネルギー保存の法則)
第１４週　質点系の力学(重心座標・2体問題)
第１５週　質点系の力学(全運動量と運動量保存則)

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　技術者をめざす高専の学生を対象に、近代科学に対応する基礎学力の向上のた
め、現在の工学の基礎を重点的に学習します。
■到達目標
受講生は、この授業を履修することによって、
　１．（A-G1）（D-G1）主に質点の力学に関する物理法則の意味をある程度理解し
ます。
　２．（A-G1）（D-G1）微積分、微分方程式が主に質点の運動を説明する上でいか
に重要であるかを実感します。
　３．（A-G1）（D-G1）主に特定の質点の運動（簡潔に解くことが出来る例）に対し
て、式をつくり答えを導きます。
　４．（A-G1）（D-G1）主に質点の運動に対する教科書の章末練習問題程度の問題
を解きます。
ことができるようになります。
■教科書　レベル別に学べる物理学I　末廣一彦他　丸善出版
■参考文献　「高専の応用物理　第2版」　森北出版
■関連科目　物理2a・2b・3a・3b，応用物理b
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（2回），方式：　記述式 　ならびに　課題
定期考査成績：定期試験80％　課題20％で評価します。
最終成績：定期考査成績を平均して評価します。
90点以上「秀」、80点以上90点未満「優」、70点以上80点未満「良」、60点以上70点
未満「可」、60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　各講義で指示された課題に取り組むこと
■教員所在場所　入試部または図書館2階学習指導室
■授業評価アンケート実施方法　10月にWeb Classにて実施します。
■メールアドレス　hatayama@tse.kutc.ac.jp
■オフィスアワー　火,水曜日　9限目

授　業　概　要

科目名：　物理 3b 英文名：　Physics 3b

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　今野理喜男　畑山伸訓

担当者：　畑山伸訓

科目名：　物理 3a 英文名：　Physics 3a



工学科：総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　1 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　1

担当者：　亀井　俊彦

担当者：　亀井　俊彦

科目名：　倫理 a 英文名：　Ethics a

第　１週　人間の尊厳
第　２週　近代科学革命と自然観
第　３週　自由で平等な社会の実現（1）
第　４週　自由で平等な社会の実現（2）
第　５週　人間性の回復と主体性の確立
第　６週　現代の思想と人間像（1）
第　７週　現代の思想と人間像（2）
第　８週　生命への畏敬と社会参加
第　９週　生命の問題と倫理課題
第１０週　環境の問題と倫理課題
第１１週　家族・地域社会と倫理課題
第１２週　情報化社会と倫理課題
第１３週　宗教・文化と倫理課題
第１４週　国際平和と人類の福祉
第１５週　後期授業まとめ

■授業内容・方法など
　自己や現代の倫理的課題を主体的に追求し、人間としてのあり方・生き方につい
ての理解と思索を深め、生きる主体としての豊かな自己形成をはかることができるよ
うになるため、先人の知恵を学びます。また、倫理観の欠如が叫ばれる現代社会に
おいて、人間の本質とは何かを考えていきます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者はこの授業を履修することによって、
１．(C-G1)人格の形成に努める実践的な意欲を高めます。
２．(C-G2)生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民としての必要な能
力を育てます。
３．（C-G3)生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民としての必要な態
度を育てます。
ことができるようになります。
■教科書　『高等学校－倫理－』（第一学習者出版）
■参考文献　なし
■関連科目　地理・日本史・政治経済・世界史
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回），方式：記述式
定期考査成績：定期試験（100%）で評価します。
最終成績：2回の定期考査の平均とします。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　　特になし
■教員所在場所　本館1階寮務部
■授業評価アンケート実施方法　2月に Web Classにて実施します。
■メールアドレス　kamei@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日の12時15分～13時00分

第　１週　ガイダンス
第　２週　よく生きることを求めて
第　３週　青年期の課題
第　４週　自己の探究
第　５週　現代の青年期
第　６週　ギリシャの思想（1）
第　７週　ギリシャの思想（2）
第　８週　キリスト教
第　９週　イスラーム
第１０週　仏教
第１１週　日本の風土と伝統
第１２週　外来思想の受容
第１３週　町人意識のめざめと庶民思想
第１４週　西洋思想との出会い（1）
第１５週　西洋思想との出会い（2）

授　業　計　画
■授業内容・方法など
　自己や現代の倫理的課題を主体的に追求し、人間としてのあり方・生き方につい
ての理解と思索を深め、生きる主体としての豊かな自己形成をはかることができるよ
うになるため、先人の知恵を学びます。また、倫理観の欠如が叫ばれる現代社会に
おいて、人間の本質とは何かを考えていきます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者はこの授業を履修することによって、
１．(C-G1)人間尊重の精神に基づいて、青年期における人間形成と人間としてのあ
り方について理解します。
２．(C-G2)人間尊重の精神に基づいて、青年期における人間形成と人間としての
生き方について思索をします。
３．（C-G3)社会と自分自身のつながりがどのようなものかを理解します。
ことができるようになります。
■教科書　『高等学校－倫理－』（第一学習者出版）
■参考文献　なし
■関連科目　地理・日本史・政治経済・世界史
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回），方式：記述式
定期考査成績：定期試験（100%）で評価します。
最終成績：2回の定期考査の平均とします。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　　特になし
■教員所在場所　本館1階寮務部
■授業評価アンケート実施方法　10月に Web Classにて実施します。
■メールアドレス　kamei@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日の12時15分～13時00分

授　業　概　要

科目名：　倫理 ｂ 英文名：　Ethics ｂ

授　業　計　画 授　業　概　要



工学科：　総合システム 学年：　３ 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　1 　

工学科：　総合システム 学年：　３ 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　1

科目名：　保健体育3a 英文名：　Health and Physical Education 3a

担当者：　逸見　俊太　・　辻本　修

授　業　計　画 授　業　概　要
第　１週　シラバス配布・レクリエーション
第　２週　ストレッチ体操の基本と体つくり運動
第　３週　保健・体育理論　Ⅰ－１　スポーツ障害
第　４週　保健・体育理論　Ⅰ－２　スポーツトレーニングについて
第　５週　球技・基本技術の向上（球技）
第　６週　球技・戦術的能力の向上（球技）
第　７週　保健・体育理論　Ⅱ－１　文化としてのスポーツについて
第　８週　球技・基本技術の向上（球技）
第　９週　球技・戦術的能力の向上（球技）
第１０週　球技・基本技術の向上（球技）
第１１週　球技・戦術的能力の向上（球技）
第１２週　新体力テスト
第１３週　新体力テスト
第１４週　新体力テスト
第１５週　新体力テスト

■授業概要・方法等
　少年から青年へと成長する過渡期にある高専の学生にとって心身の健全な育成
の為に行なわれる保健体育の学習は極めて重要です。将来社会人として生きてい
く際にも、健康を自分自身で管理す為の基本知識を養う事を目標とします。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって
１．（C-G2）（D-G2）自分で健康を管理する為の基本的知識を身に付ける。
２．（D-G2）集団行動を通じて協調性を養う。
３．（D-G2）多種多様なスポーツの基本的ルールを学び、参加する楽しさを覚える。
ことができるようになります。
■教科書　「保健体育概論（増補版）」近畿地区高等専門学校体育研究会編
　「最新スポーツルール」（大修館）
■参考文献　なし
■関連科目　保健・健康科学
■成績評価基準
種類：　定期試験（1回）　　方式：　記述式
　体育では、各種目の運動技能及び授業への取り組み方から評価します。各競技
及び新体力テストによるスキル・テスト（40％）と授業への積極性及び課題評価
（40％）と前期に行なう定期考査（20％）によって　総合的に評価します。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」
■教員所在場所 　　逸見：本館２階寮務部
■授業評価アンケート実施　10月に Web Class にて実施します。
■メールアドレス　　逸見：henmi@ktc.ac.jp
■オフィスアワー 　逸見：金曜日8限

科目名：　保健体育3b 英文名：　Health and Physical Education 3b

担当者：　逸見　俊太　・　辻本　修

授　業　計　画 授　業　概　要
第  １週　答案返却・解答
第  ２週　保健・体育理論　Ⅲ－１現代社会のおける健康について
第  ３週　陸上競技・マラソン
第  ４週　陸上競技・マラソン
第  ５週　陸上競技・マラソン
第  ６週　陸上競技・マラソン
第  ７週　陸上競技・マラソン
第  ８週　保健・体育理論　Ⅲ－２疾病とその予防について
第  ９週　陸上競技・マラソン計測
第１０週　球技・レクリエーションスポーツ
第１１週　保健・体育理論　Ⅳ－１－２－３　生涯スポーツと健康
第１２週　新体力テスト
第１３週　新体力テスト
第１４週　新体力テスト
第１５週　新体力テスト

■授業概要・方法等
　少年から青年へと成長する過渡期にある高専の学生にとって心身の健全な育成
の為に行なわれる保健体育の学習は極めて重要です。将来社会人として生きてい
く際にも、健康を自分自身で管理す為の基本知識を養う事を目標とします。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって
１．（C-G2）（D-G2）自分で健康を管理する為の基本的知識を身に付ける。
２．（D-G2）集団行動を通じて協調性を養う。
３．（D-G2）多種多様なスポーツの基本的ルールを学び、参加する楽しさを覚える。
ことができるようになります。
■教科書　「保健体育概論（増補版）」近畿地区高等専門学校体育研究会編
　「最新スポーツルール」（大修館）
■参考文献　なし
■関連科目　保健・健康科学
■成績評価基準
種類：　定期試験（1回）　　方式：　記述式
　体育では、各種目の運動技能及び授業への取り組み方から評価します。各競技
及び新体力テストによるスキル・テスト（40％）と授業への積極性及び課題評価
（40％）と前期に行なう定期考査（20％）によって　総合的に評価します。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」
■教員所在場所 　　逸見：本館２階寮務部
■授業評価アンケート実施　10月に Web Class にて実施します。
■メールアドレス　　：henmi@ktc.ac.jp
■オフィスアワー 　逸見：金曜日8限



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　選択 単位数：　0.5 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　選択 単位数：　0.5

第　１週　答案返却・解説と共通弱点の補強練習
第　２週　第５課　你是不是高中生？（あなたは高校生ですか。）
第　３週　第５課の継続

第　４週　第６課　这是什么?(これは何ですか。)
第　５週  第６課の継続

第　６週　第７課　这是我的词典（これはわたしの辞書です。）
第　７週　第７課の継続

第　８週　第８課　你喝茶吗？（あなたはお茶を飲みますか。）
第　９週　第８課の継続
第１０週　答案返却・解説と共通弱点の補強練習

第１１週　第９課　这个很好。（これはとてもよい。）
第１２週　第９課の継続

第１３週　第１０課　你有零钱吗？（小銭をお持ちですか。）
第１４週　第１０課の継続
第１５週　第１０課の継続

■授業概要・方法等
授業概要：
述語文を中心として、名詞、動詞、形容詞、指示代詞、疑問詞、所属・所有、数字などの
使い方について学習する。
授業方法：
①中国背景を紹介しながら各課の重要な表現や文法を教える。
②本文の反復音読やロールプレイで練習をする。
③練習問題を使って理解を深める。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は，この授業を履修することによって，
1.(E-G2)(E-2) 背景となる中国の歴史や文化・自然条件や風俗・習慣、発想・価値観を知
り、自国との対比において理解し、自然との調和を考慮した視点で物事を考えることがが
できるようになります。
2．(E-G2)(E-2)中国語言語学、音韻学的に中国語を理解し、各種述語文の基本文型や
語彙を習得し、最も使う日常会話ができるように習得することができる。
■教科書　　標準高校中国語（白帝社）
■参考文献　　その他の教材。　　　　　　　　　■関連科目　　特にありません。
■成績評価方法および基準
種類　：　定期試験　　方式　：　記述式，リスニング
　　　　　　　　　　　　　  成績　：　記述式７０点、リスニング３０点。
最終成績　：　２回の定期考査の成績の平均点とします。
90点以上　「秀」，80点以上～90点未満　「優」，　60点以上～80点未満　「良」，　50点以
上～60点未満　「可」，　50点未満　「不可」　と評定します。
■授業以外に必要な学習:教科書の中の練習問題と課題プリントを使った予習と復習
■授業アンケート実施方法　　2月に Web Class にて実施します。
■教員所在場所　　　図書館１階　国際交流部
■メールアドレス　　　kobayashi@ktc.ac.jp　　　　　　■オフィスアワー　土曜午後

第　１週　ガイダンス（中国語の特徴と概要及び授業の進め方）
第　２週　発音編（音節の成り立ち、母音１)
第　３週　発音編（子音１）
第　４週　発音編（子音２）
第　５週　発音編（母音２）
第　６週　発音編（母音３）
第　７週　発音編（音節のつづり方、声調の変化）
第　８週　発音編（発音の総合練習１）
第　９週　テスト返却・解説と共通弱点の補強練習
第１０週　発音編（発音の総合練習２）
第１１週　第１課　你好！(こんにちは！)

第１２週　第２課　谢谢！（ありがとう。）

第１３週　第３課　你叫什么名字?(あなたの名前は？)
第１４週　第４課　我是日本人。（わたしは日本人です。）
第１５週　第４課の継続

授　業　計　画
■授業概要・方法等
授業概要：
①中国語発音（ピンイン）の学習
②挨拶語の学習
③自己紹介の習得
授業方法：
①日本語ローマ字と比べながらピンインを教える。
②各課の基本文型や文法を教え、本文の反復音読やロールプレイで練習をする。
③練習問題を使って理解を深め、熟練さをあげる。
■学習・教育目標および到達目標    受講者は，この授業を履修することによって，
1. (E-G2)(E-2)中国語の背景となる歴史や文化・自然条件や風俗・習慣、発想・価
値観を知り、自国との対比において理解し、自然との調和を考慮した視点で物事を
考える、
2. (E-G2)(E-2) 言語学、音韻学的に中国語を理解し、中国語の基礎学力を身に付
けます。具体的には、前期に於いては、中国語発音記号（ピンイン）の読み、書き、
聞き、話すことができ、字引きを利用できるように習得する。中国語での挨拶がで
き、自己紹介ができるように習得する。
■教科書　標準高校中国語（白帝社）を使用します。また、夏季休暇には課題プリ
ントを課します。
■参考文献　その他の教材。      ■関連科目　特にありません。
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回）　方式：記述式，リスニング
定期考査成績：（中間）記述式70点、リスニング30点。
                     （期末）記述式60点、リスニング30点。
夏季課題（プリント）　10点。(期末点に加算します。)
最終成績　：　２回の定期考査の成績の平均点とします。
90点以上　「秀」，80点以上～90点未満　「優」，　60点以上～80点未満　「良」，
50点以上～60点未満　「可」，　50点未満　「不可」　と評定します。
■授業以外に必要な学習：教科書の中の練習問題と課題プリントを使った予習と復
習
■授業アンケート実施方法　　10月に Web Class にて実施します。
■教員所在場所 　 図書館１階　国際交流部
■メールアドレス　kobayashi@ktc.ac.jp 　　　　　　■オフィスアワー　土曜午後

授　業　概　要

科目名：　　中国語　初級ｂ 英文名：　Cｈｉｎｅｓｅ　（ｂｅｇｉｎｎｅｒ‘ｓ　ｃlａｓｓ）　b

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　小林千津（王樹岩）

担当者：小林千津(王樹岩）

科目名：　　中国語　初級a 英文名：　Ｃｈｉｎｅｓｅ（ｂｅｇｉｎｎｅｒ‘ｓ　ｃｌａｓｓ）a



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　選択 単位数：　0.5 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　選択 単位数：　0.5

第　１週　答案返却・解説と共通弱点の補強練習

第　２週　第１８課　王强来了吗？（王強君は来ましたか。）
第　３週　第１８課の継続

第　４週　第１９課　听说这部电影很有意思?(この映画はとても面白
そうです。)
第　５週  第１９課の継続

第　６週　第２０課　这儿可以坐吗？（ここに座ってもいいですか。）
第　７週　第２０課の継続
第　８週　第２０課の継続

第　９週　第２１課　你会滑雪吗？（あなたはスキーができますか。）
第１０週　答案返却・解説と共通弱点の補強練習
第１１週　第２１課の継続
第１２週　第２１課の継続
第１３週　第２２課　明天我跟同学一起打网球。（明日私はクラスメー
トと一緒にテニスをします。）
第１４週　第２２課の継続
第１５週　第２２課の継続

■授業概要・方法等
授業概要：
完了や経験などを表す文や動詞の連動文、伝聞の表現、助動詞や前置詞などに
ついて学習する。
授業方法：
①中国背景を紹介しながら各課の重要な表現や文法を教える。
②本文の反復音読やロールプレイで練習をする。
③練習問題を使って理解を深める。
■学習・教育目標および到達目標　　受講者はこの授業を履修することによって，
1.(E-G2)　中国語の背景となる歴史や文化・自然条件や風俗・習慣、発想・価値観
を知り、自国との対比において理解し、自然との調和を考慮した視点で物事を考え
る。
2.(E-G2)(E-2)中国語言語学、音韻学的に中国語を理解し、各種基本文型や語彙
を習得し、最も使う日常会話ができるように習得することができる。
■教科書　　標準高校中国語（白帝社）
■参考文献　　その他の教材。　　　　　　　　■関連科目　　特にありません。
■成績評価方法および基準
種類　：　定期試験　　方式　：　記述式，リスニング
　　　　　　　　　　　　　  成績　：　記述式７０点、リスニング３０点。
最終成績　：　２回の定期考査の成績の平均点とします。
90点以上　「秀」，80点以上～90点未満　「優」，　60点以上～80点未満　「良」，
50点以上～60点未満　「可」，　50点未満　「不可」　と評定します。
■授業以外に必要な学習:教科書の中の練習問題と課題プリントを使った予習と復
習
■授業アンケート実施方法　　2月にWeb Class にて実施します。
■教員所在場所　　図書１階　国際交流部室　　　■オフィスアワー 土曜午後
■メールアドレス　　kobayashi@ktc.ac.jp

第　１週　ガイダンス、第１１課　介绍一下。（ちょっと紹介します。）
第　２週　第１１課の継続
第　３週　第１２課　你家有几口人?(何人家族ですか。)
第　４週　第１２課の継続

第　５週  第１３課　你们班有多少学生？（あなたのクラスには何人の
学生がいますか。）
第　６週　第１３課の継続

第　７週　第１４課　现在几点了？（今何時ですか。）
第　８週　第１４課の継続
第　９週　答案返却・解説と共通弱点の補強練習
第１０週　第１５課　今天几月几号？（今日は何月何日ですか。）
第１１週　第１５課の継続

第１２週　第１６課　你几点开始学习？（何時に勉強を始めますか。）
第１３週　第１６課の継続

第１４週　第１７課　你每天学习几个小时？（何時間勉強しますか。）
第１５週　第１７課の継続

授　業　計　画
■授業概要・方法等
授業概要：
場所、時間、月日、曜日の表し方や疑問代詞、助数詞、動詞の重ね型などの使い
方について学習する。
授業方法：
①中国背景を紹介しながら各課の重要な表現や文法を教える。
②本文の反復音読やロールプレイで練習をする。
③練習問題を使って理解を深める。
■学習・教育目標および到達目標  　  受講者はこの授業を履修することによって，
1.(E-G2)(E-2) 背景となる中国の歴史や文化・自然条件や風俗・習慣、発想・価値
観を知り、自国との対比において理解し、自然との調和を考慮した視点で物事を考
えることがができるようになります。
2．(E-G2)(E-2)中国語言語学、音韻学的に中国語を理解し、各種基本文型や語彙
を習得し、最も使う日常会話ができるように習得することができる。
■教科書     標準高校中国語（白帝社）
■参考文献　　特にありません。　　　　　　　　■関連科目　特にありません。
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回）　方式：記述式，リスニング
定期考査成績　：　（中間）記述式７０点、リスニング３０点。
　　　　　　　　　　　  （期末）記述式６０点、リスニング３０点。
夏季課題（プリント）　10点。(期末点に加算します。)
最終成績　：　２回の定期考査の成績の平均点とします。
90点以上　「秀」，80点以上～90点未満　「優」，　60点以上～80点未満　「良」，
50点以上～60点未満　「可」，　50点未満　「不可」　と評定します。
■授業以外に必要な学習：教科書の中の練習問題と課題プリントを使った予習と復
習
■授業アンケート実施方法　　10月にWeb Class にて実施します。
■教員所在場所　　図書館１階　国際交流部室　　　　　■オフィスアワー 土曜午後
■メールアドレス　　kobayashi@ktc.ac.jp

授　業　概　要

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　小林千津（王樹岩）

担当者：　小林千津（王樹岩）

科目名：　中国語　中級 a 英文名：　Ｃｈｉｎｅｓｅ（ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　ｃｌａｓｓ）a

科目名：　中国語　中級　ｂ 英文名：　Cｈｉｎｅｓｅ　（intermediate　ｃlａｓｓ）b



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　選択 単位数：　0.5 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　選択 単位数：　0.5

第　１週　答案返却・解説と共通弱点の補強練習

第　２週　第２８課　什么时候到北京的？（いつ北京に着いたのです
か。）
第　３週　第２８課の継続
第　４週　第２８課の継続
第　５週  第２９課　小的比大的好。（小さいのは大きいのよりよい。）

第　６週　第２９課の継続
第　７週　第２９課の継続

第　８週　第３０課　准备好了吗？（準備はできましたか。）
第　９週　第３０課の継続
第１０週　答案返却・解説と共通弱点の補強練習
第１１週　第３１課  快要下雨了。（今にも雨が降りそうです。）
第１２週　第３１課の継続
第１３週　第３２課　祝你成功！（成功を祈ります。）
第１４週　第３２課の継続
第１５週　第３２課の継続

■授業概要・方法等
授業概要：比較の表現や二つの目的語を取る動詞、結果補語、方向補語、自然現
象の表し方などについて学習する。
授業方法：
①中国背景を紹介しながら各課の重要な表現や文法を教える。
②本文の反復音読やロールプレイで練習をする。
③練習問題を使って理解を深める。
■学習・教育目標および到達目標　　受講者はこの授業を履修することによって，
1.(E-G2)　中国語の背景となる歴史や文化・自然条件や風俗・習慣、発想・価値観
を知り、自国との対比において理解し、自然との調和を考慮した視点で物事を考え
る。
2.(E-G2)(E-2)中国語言語学、音韻学的に中国語を理解し、各種基本文型や語彙
を習得し、最も使う日常会話ができるように習得することができる。
■教科書　　標準高校中国語（白帝社）
■参考文献　　その他の教材。　　　　　　　　■関連科目　　特にありません。
■成績評価方法および基準
種類　：　定期試験　　方式　：　記述式，リスニング
　　　　　　　　　　　　　  成績　：　記述式７０点、リスニング３０点。
最終成績　：　２回の定期考査の成績の平均点とします。
90点以上　「秀」，80点以上～90点未満　「優」，　60点以上～80点未満　「良」，
50点以上～60点未満　「可」，　50点未満　「不可」　と評定します。
■授業以外に必要な学習:教科書の中の練習問題と課題プリントを使った予習と復
習
■授業アンケート実施方法　　2月にWeb Class にて実施します。
■教員所在場所　　図書１階　国際交流部室　　　■オフィスアワー 土曜午後
■メールアドレス　　kobayashi@ktc.ac.jp

第　１週　ガイダンス、第２３課　桌子上放着什么？（机の上には何が
置いてありますか。）
第　２週　第２３課の継続
第　３週　第２３課の継続

第　４週　第２４課　你弟弟在干什么呢？（弟さんは何をしています
か。）
第　５週  第２４課の継続
第　６週　第２５課　我身体不舒服。（私は体の具合が悪い。）
第　７週　第２５課の継続
第　８週　第２５課の継続
第　９週　答案返却・解説と共通弱点の補強練習

第１０週　第２６課　离这儿远吗？（ここからは遠いですか。）
第１１週　第２６課の継続
第１２週　第２６課の継続

第１３週　第２７課　你说汉语说得很好。（あなたは中国語を話すの
がとても上手です。）
第１４週　第２７課の継続
第１５週　第２７課の継続

授　業　計　画
■授業概要・方法等
授業概要：
持続、進行を表す文や、主述述語文、選択疑問文の表し方、方位詞、程度補語、
前置詞“离”、副詞“就”などの使い方について学習する。
授業方法：
①中国背景を紹介しながら各課の重要な表現や文法を教える。
②本文の反復音読やロールプレイで練習をする。
③練習問題を使って理解を深める。
■学習・教育目標および到達目標  　  受講者はこの授業を履修することによって，
1.(E-G2)(E-2) 背景となる中国の歴史や文化・自然条件や風俗・習慣、発想・価値
観を知り、自国との対比において理解し、自然との調和を考慮した視点で物事を考
えることがができるようになります。
2．(E-G2)(E-2)中国語言語学、音韻学的に中国語を理解し、各種基本文型や語彙
を習得し、最も使う日常会話ができるように習得することができる。
■教科書     標準高校中国語（白帝社）
■参考文献　　その他の教材。　　　　　　　　■関連科目　特にありません。
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（２回）　方式：記述式，リスニング
定期考査成績　：　（中間）記述式７０点、リスニング３０点。
　　　　　　　　　　　  （期末）記述式６０点、リスニング３０点。
夏季課題（プリント）　１０点。(期末点に加算します。)
最終成績　：　２回の定期考査の成績の平均点とします。
90点以上　「秀」，80点以上～90点未満　「優」，　60点以上～80点未満　「良」，
50点以上～60点未満　「可」，50点未満　「不可」　と評定します。
■授業以外に必要な学習：教科書の中の練習問題と課題プリントを使った予習と復
習
■授業アンケート実施方法　　10月にWeb Class にて実施します。
■教員所在場所　　図書館１階　国際交流部室　　　　　■オフィスアワー 土曜午後
■メールアドレス　　kobayashi@ktc.ac.jp

授　業　概　要

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　小林千津（王樹岩）

担当者：　小林千津（王樹岩）

科目名：　中国語　上級 a 英文名：　Ｃｈｉｎｅｓｅ（ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　ｃｌａｓｓ）a

科目名：　中国語　上級　ｂ 英文名：　Cｈｉｎｅｓｅ　（intermediate　ｃlａｓｓ）b



工学科：　総合システム 学年：　3 コース：　全 開講期：　前期

科目種別：　選択 単位数：　１ 　

工学科：　総合システム 学年：　3 コース：　全 開講期：　後期

科目種別：　選択　 単位数：　１　

第　１週　答案返却と解答
第　２週　前期の復習、第７課　―午後時間は大丈夫ですか？
７－１ヘヨ体の作り方（１） ７－２　目的助詞～を   ７－３　～も
第　３週　８課　小学生にテコンドを教えています。指示詞
８－１ヘヨ体作り方（２）
第　４週　８課　８－１ヘヨ体復習　　８－２　助詞～で
８－３　助詞　～に（人、動物など）
第　５週　８課の復習とまとめ７，８。　９課　－ふつう、６時に起きま
す。　　　　９－１ヘヨ体作り方（３）
第　６週　９課　９－２　助詞～で　９－３　助詞　移動の起点着点　～
から、～まで。
第７週　９課　９－４　固有数詞　９課の復習
第８週　１０課―野球がとても好きです。１０－１ヘヨ体の作り方（４）
１０－２　助詞　～しに
第９週　１０課　助詞　時の起点と終点～から～まで、１０課の復習、
まとめ９，１０
第１０週　答案返却と解答
第１１週　１１課　－昼ごはん、食べなかったですか？
１１－１過去形の作り方

第１２週　１１課　１１－２　으語幹の用言　１１－３　～しない、～くない
第１３週　１１課の復習とまとめ
第１４週　１２課　春休みに何をするつもりですか？
１２－１　～されます・お～です・～でいらっしゃいます。
第１５週　１２課　１２－２　～するつもりです・～するでしょう。
１２－３　～したい　１２課の復習とまとめ

テキストを中心に、読み、書き、聞き取り、基礎力をしっかり正確に身につける事を目
標にする。
■学習・教育目標および到達目標
受講者は、この授業を履修することによって、
1. (E-G2)韓国語を確実に学んで簡単な意思卒が出来るような授業を目指し、
    語学力をしっかり身につけ言葉の理解が出来るようにする。
2. (E-G2)相手の国の言葉を知らずにその国を理解することはできない、
    韓国の言葉と共にその隣国の文化の理解を深める事が出来、
    これからの日韓の友好関係の持続の為、若者のcommunication 場を広げる
    きっかけになる事を目標にする。
ことができるようになります。
■教科書(韓国語の世界へ)　入門編　ーコツコツ学び、カジュアルに話そうー　朝日
出版社
■参考文献
 ★Google 翻訳機、エキサイト翻訳、
★朝鮮語辞書　小学館、金星出版社
■関連科目　特になし
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験、方式：　記述式、読み、聞き取り
定期考査成績：定期試験と夏休みの課題、冬休みの課題各10点加算して評価しま
す。
最終成績：定期考査成績の平均で評価します。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」70点以上～80点未満「良」、60点以上～
７０点未満「可」　、６０点未満「不可」
■授業時間以外に必要な学習・・・　科目が始まる前に付録についているCDを事前
に聴いて発音に慣れる事と単語を覚える事。
■授業評価アンケート実施方法　10月にWebクラスにて実施します。
■メールアドレス　sook127@asint.jp
■オフィスアワー　質問はメール形式
■教員所在場所　図書館１階

 第１週　韓国の紹介
   １課　韓国語とは ハングル文字のしくみ
    1課文字と発音（１）　１－１単母音、１－２初声・その１（鼻音・流
音）
第２週　１課単母音、初声・鼻音・流音の復習、
（１－３）半母音+単母音（１－４）終声(パッチム）
第３週　２課　文字と発音（２）　２－１初声・その２（平音）
２－２　発音の規則・有声音化
第４週　２課　２－３　半母音＋単母音　二重母音
２－４発音の規則；連音化
第５週　３課文字と発音（３）　　３－１初声。その３（激音）
３－２　初声・その４（濃音）
第６週　３課　終声・その２　　３－４　発音の規則：濃音化
第７週　４課　韓国人です。４－１　助詞　～は、
４－２　～です。・～ですか？
第８週　４課　～と申します。～といいます。　４課の復習とまとめ
第９週　答案返却と解答
第１０週　５課　韓国語は専攻ではありません。５－１　助詞　～が
５－２　丁寧表現　～です。・～ですか？
第１１週　５課　５－３　～ではありません。５課の復習
第１２週　６課　講義室は階段の横にあります。６－１　漢数詞
第１３週　６課　６－２　時間と場所の助詞　～に
６－３　～あります・います。～ありません・いません。
第１４週　６課の復習とまとめ５，６。
第１５週　６課までの応用と復習。

授　業　計　画
■授業概要・方法
テキストを中心に日本語のあ、い、う、え、おにあたる韓国語の単母音から覚え始め、
読み、書き、聞き取り、基礎力をしっかり正確に身につける事を目標にする。
■学習・教育目標および到達目標
受講者は、この授業を履修することによって、
1. (E-G2)韓国語を確実に学んで簡単な意思卒が出来るような授業を目指し、
    語学力をしっかり身につけ言葉の理解が出来るようにする。
2. (E-G2)相手の国の言葉を知らずにその国を理解することはできない、
    韓国の言葉を理解すると共に隣国の文化の理解を深める事が出来、
    これからの日韓の友好関係の持続の為、若者のcommunication 場を広げる
    きっかけになる事を目標にする。
■教科書(韓国語の世界へ)　入門編　ーコツコツ学び、カジュアルに話そうー　朝日
出版社
■参考文献　★Google 翻訳機、エキサイト翻訳、
ほっとコリア（ハングルキーボード機能付き韓国語翻訳）
★朝鮮語辞書　小学館、金星出版社
■関連科目　特になし
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験、方式：　記述式、読み、聞き取り
定期考査成績：定期試験と夏休みの課題、冬休みの課題各10点加算して評価しま
す。
最終成績：定期考査成績の平均で評価します。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」70点以上～80点未満「良」、60点以上～
７０点未満「可」　、６０点未満「不可」
■授業時間以外に必要な学習・・・　科目が始まる前に付録についているCDを事前
に聴いて発音に慣れる事と単語を覚える事。
■授業評価アンケート実施方法　10月にWebクラスにて実施します。
■メールアドレス　sook127@asint.jp
■オフィスアワー　質問はメール形式
■教員所在場所　図書館１階

授　業　概　要

科目名：  韓国語Ⅰb　 英文名：　Korean Language Ib

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　李  辰淑（イーチンスク）

担当者：　李  辰淑（イーチンスク）

科目名：　韓国語Ⅰa 英文名：　Korean Language Ia



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　選択 単位数：　0.5 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　選択 単位数：　0.5

科目名：　英語演習3a 英文名：　English Seminar 3a

担当者：　Olderness, James  　オルダネス・ジェームズ

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　Olderness, James  　オルダネス・ジェームズ

授　業　計　画 授　業　概　要

第　15週Unit 23    is being done  (part 1)
第　16週Unit 23    is being done  (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　17週Unit 24　　be / have / do  (part 1)
第　18週Unit 24　　be / have / do   (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　19週Unit 25     other irregular verbs  (part 1)
第　20週Unit 25     other irregular verbs   (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　21週Unit 26     What are you doing...? (part 1)
第　22週Unit 26     What are you doing...?  (part 2)
Grammar explanation & practice   /   QUIZ
第　23週Unit 27     I am going to...  (part 1)
第　24週Unit 27     I am going to...   (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　25週Unit 28    will (1)     (part 1)
第　26週Unit 28    will (1)     (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　27週Unit 29    will (2)     (part 1)
第　28週Unit 29    will (2)     (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework

第　29週  Review for final TEST

第　30週     テスト

■授業概要･方法等
　英語学習の基礎となる文法学習を行います。
■学習･教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
1.(E-G2）（E-2)  英文法を習得できる。
2.(E-G2)（E-2)  読解や英作文に必要な知識を習得できる
3.(E-G2)（E-2)  英語がわかるようになることができるようになります。
■教科書　Basic Grammar in Use <3rd Edition> (Cambridge Press)
■参考文献　Other Reference Materials
■関連科目　英語1、英語2、英語3、英語4、英語特講、TOEICプラス
                   外国語文献講読
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（1回）、方式：記述式
定期考査成績：定期試験80%で・小テスト20％で・課題10％で評価します。
最終成績：2回の定期考査成績の平均点とします。
   90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」
   60点以上～70点未満「可」、60点未満「不可」」
■授業時間外に必要な学修　授業で指定された、単語、熟語、表現を覚えること
■教員所在場所　Olderness：図書館1階国際交流部
■授業評価アンケート実施方法　2月に Web Class への入力にて実施します。
■メールアドレス　Olderness：james@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日と水曜日の12時15分～12時55分

第　１週   Unit 16　　Have you ever...?  (part 1)
第　2週   Unit 16　　Have you ever...?  (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　3週   Unit 17    How long have you..?  (part 1)
第　4週  Unit 17    How long have you..? (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　5週  Unit 18    for / since / ago  (part 1)
第　6週  Unit 18    for / since / ago  (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　7週  Unit 19    I have done  (part 1)
第　8週  Unit 19    I have done  (part 2)
Grammar explanation & practice   /   QUIZ
第　9週　Unit 20    just / already / yet  (part 1)
第　10週  Unit 20    just / already / yet   (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　11週　Unit 21    I have / I've  (part 1)
第　12週  　Unit 21    I have / I've  (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第  13週　Unit 22    is done (part 1)
第　14週  Unit 22    is done  (part 2)
Grammar explanation & practice / Review print & homework
第　15週　  テスト

■授業概要･方法等
　英語学習の基礎となる文法学習を行います。
■学習･教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
1.(E-G2）（E-2)  英文法を習得できる。
2.(E-G2)（E-2)  読解や英作文に必要な知識を習得できる
3.(E-G2)（E-2)  英語がわかるようになることができるようになります。
■教科書　Basic Grammar in Use  <3rd Edition> (Cambridge Press)
■参考文献　Other Reference Materials
■関連科目　英語1、英語2、英語3、英語4、英語特講、TOEICプラス
                   外国語文献講読
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（1回）、方式：記述式
定期考査成績：定期試験80%で・小テスト20％で・課題10％で評価します。
最終成績：2回の定期考査成績の平均点とします。
   90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」
   60点以上～70点未満「可」、60点未満「不可」」
■授業時間外に必要な学修　授業で指定された、単語、熟語、表現を覚えること
■教員所在場所　Olderness：図書館1階国際交流部
■授業評価アンケート実施方法　10月に Web Class への入力にて実施します。
■メールアドレス　Olderness：james@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日水曜日の12時15分～12時55分

科目名：　英語演習3b 英文名：　English Seminar 3b



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　選択 単位数：　0.5 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　選択 単位数：　0.5 　

第　１週　答案返却・解答、微積分学Ⅰbの発展問題演習
第　２週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第　３週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第　４週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第　５週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第　６週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第　７週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第　８週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第　９週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第１０週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第１１週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第１２週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第１３週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第１４週　微積分学Ⅰbの発展問題演習
第１５週　微積分学Ⅰbの発展問題演習

■授業概要・方法等
　必修科目の微積分学Ⅰに沿った発展問題の演習を行います。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(A-G1)様々な発展問題を解く。
ことができるようになります。
■教科書　指定しません。適宜プリントを配布します。
■参考文献　なし　■関連科目　微積分学Ⅰ
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（1回），方式：　記述式
定期考査成績：　定期試験100％で評価します。
最終成績：　1回の定期考査成績を最終成績とします。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上～70
点未満「可」、60点未満「不可」。
■授業時間外に必要な学修　配布する自習用練習問題と昨年度の定期試験問題。
■教員所在場所／メールアドレス／オフィスアワー
神田毅：図書館2階学習指導室／kanda@ktc.ac.jp／月・火曜日12:25～12:55
■授業評価アンケート実施方法　2月に Web Class で実施します。

科目名：　微積分学演習3 b 英文名：　Differential and Integral Exercise b

担当者：　神田毅

授　業　計　画 授　業　概　要

科目名：　微積分学演習3 a 英文名：　Differential and Integral Exercise a

第　１週　ガイダンス、微積分学Ⅰaの発展問題演習
第　２週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第　３週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第　４週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第　５週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第　６週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第　７週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第　８週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第　９週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第１０週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第１１週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第１２週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第１３週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第１４週　微積分学Ⅰaの発展問題演習
第１５週　微積分学Ⅰaの発展問題演習

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　必修科目の微積分学Ⅰに沿った発展問題の演習を行います。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(A-G1)様々な発展問題を解く。
ことができるようになります。
■教科書　指定しません。適宜プリントを配布します。
■参考文献　なし　■関連科目　微積分学Ⅰ
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（1回），方式：　記述式
定期考査成績：　定期試験100％で評価します。
最終成績：　1回の定期考査成績を最終成績とします。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上～70
点未満「可」、60点未満「不可」。
■授業時間外に必要な学修　配布する自習用練習問題と昨年度の定期試験問題。
■教員所在場所／メールアドレス／オフィスアワー
神田毅：図書館2階学習指導室／kanda@ktc.ac.jp／月・火曜日12:25～12:55
■授業評価アンケート実施方法　10月に Web Class で実施します。

授　業　概　要

担当者：　神田毅



工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　前期

科目種別：　選択 単位数：　0.5 　

工学科：　総合システム 学年：　3 開講期：　後期

科目種別：　選択 単位数：　0.5

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　鈴木　隆

担当者：　鈴木　隆

科目名：　化学3a 英文名：　Chemistry 3a

第　１週　答案返却・解答，気体の発生と捕集 (1)
第　２週　気体の発生と捕集 (2)
第　３週　アルカリ金属元素 (1)
第　４週　アルカリ金属元素 (2)
第　５週　2族元素 (1)
第　６週　2族元素 (2)
第　７週　12～14族の典型金属元素 (1)
第　８週　12～14族の典型金属元素 (2)
第　９週　遷移元素 (1)
第１０週　遷移元素 (2)
第１１週　金属イオンの分離と確認 (1)
第１２週　金属イオンの分離と確認 (2)
第１３週　無機物質に関する化学反応式 (1)
第１４週　無機物質に関する化学反応式 (2)
第１５週　試験前演習

■授業概要・方法等
　2学年で講義した内容に加え，エネルギー・エントロピーの概念，反応速度，化学
平衡についての基礎的な概念の習熟に努めます。化学3aは，授業だけの学習時
間では習熟が難しい科目であります。補助教材を用いての自宅学習が必須であり，
学生諸君が自ら意欲的に反復学習することが求められます。疑問があれば，授業
中およびオフィスアワーの時間を活用して積極的に質問を行い，その解消に努める
必要があります。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は，この授業を履修することによって，
1. (A-G1)(D-G1)気体分子の運動を理解する。
2. (A-G1)(D-G1)エントロピーについて理解する。
3. (A-G1)(D-G1)活性化エネルギー（アレニウスプロット）について理解する。
4. (A-G1)(D-G1)反応速度について理解する。
ことができるようになります。
■教科書　プリントにより授業を進めます。
■参考文献　新編基礎化学　実教出版
■関連科目　数学，物理
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（1回），方式：　記述式
定期考査成績：定期考査(100 %)で評価します。
最終成績：1回の定期考査成績で評価します。
90点以上「秀」，80点以上90点未満「優」，70点以上80点未満「良」，60点以上70点
未満「可」，60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　授業で省略した部分を教科書・参考書で調べ，自分
なりにノート等にまとめ，疑問が生じれば次回以降の授業にて教員に質問して下さ
い。
■教員所在場所　鈴木　隆：本館2階　教務部
■授業評価アンケート実施方法　2月に Web Class にて入力を実施します。
■メールアドレス　鈴木：t_suzuki@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　火曜日8限

第　１週　おもな無機化合物・イオン (1)
第　２週　おもな無機化合物・イオン (2)
第　３週　元素の分類と周期表 (1)
第　４週　元素の分類と周期表 (2)
第　５週　水素と希ガス (1)
第　６週　水素と希ガス (2)
第　７週　ハロゲン元素 (1)
第　８週　ハロゲン元素 (2)
第　９週　酸素と硫黄 (1)
第１０週　酸素と硫黄 (2)
第１１週　窒素とリン (1)
第１２週　窒素とリン (2)
第１３週　炭素とケイ素 (1)
第１４週　炭素とケイ素 (2)
第１５週　試験前演習

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　今までに講義した内容に加え，無機化学と無機材料についての基礎的な概念の
習熟に努めます。化学3bは，授業だけの学習時間では習熟が難しい科目でありま
す。補助教材を用いての自宅学習が必須であり，学生諸君が自ら意欲的に反復学
習することが求められます。疑問があれば，授業中およびオフィスアワーの時間を
活用して積極的に質問を行い，その解消に努める必要があります。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は，この授業を履修することによって，
1. (A-G1)(D-G1)元素の分類および典型元素の金属について理解する。
2. (A-G1)(D-G1)遷移元素の金属について理解する。
3. (A-G1)(D-G1)非金属元素について理解する。
4. (A-G1)(D-G1)無機材料および炭素材料について理解する。
ことができるようになります。
■教科書　プリントにより授業を進めます。
■参考文献　新編基礎化学　実教出版
■関連科目　数学，物理
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（1回），方式：　記述式
定期考査成績：定期考査(100 %)で評価します。
最終成績：1回の定期考査成績で評価します。
90点以上「秀」，80点以上90点未満「優」，70点以上80点未満「良」，60点以上70点
未満「可」，60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　授業で省略した部分を教科書・参考書で調べ，自分
なりにノート等にまとめ，疑問が生じれば次回以降の授業にて教員に質問して下さ
い。
■教員所在場所　鈴木　隆：本館2階　教務部
■授業評価アンケート実施方法　10月に Web Class にて入力を実施します。
■メールアドレス　鈴木：t_suzuki@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　火曜日8限

授　業　概　要

科目名：　化学3b 英文名：　Chemistry 3b



工学科：　総合システム 学年：　1,2,3 コース：　全 開講期：　通年

科目種別：　必修 単位数：　1,1,1

(第16週～第22週)
・目標・計画をふりかえり、次の目標を計画する。　・個人面談
・学修時間の実態と学修行動の把握に関するアンケート。授業科目
毎のアンケート。
・全校集会（前期：クラブ・課外・ボランティア活動等表彰）
・自校学習
・金曜市民公開講座×1回 ・・・（1年生）  （３年生）
・文化祭(高専名張祭)におけるクラス催し物決定についての指導
・コース選択のための説明会　・・・（1年生）  (2年生)
・個人面談
・交通安全教育・情報ネチケット教育
・防災避難訓練
・試験一週間前　学年集会（試験の心得・服装頭髪指導・その他注
意）
・長期休み前注意指導等
・自校学習(課題提出)
--------------------[後期中間]
(第23週～第30週)
・目標・計画をふりかえり、次の目標を計画する。　・個人面談
・研修旅行について説明会×2回　・・・(2年生)
・自校学習
・個人面談
・試験一週間前　学年集会（試験の心得・服装頭髪指導・その他注
意）
・自校学習(課題提出)
--------------------[後期期末]
・目標・計画をふりかえり、次の目標を計画する。　・個人面談
・学修時間の実態と学修行動の把握に関するアンケート。授業科目
毎のアンケート。

科目名：　特別活動 英文名：　specials activities

担当者：　1～3年生の担任教員

授　業　計　画 授　業　概　要
(第1週～第7週)
・目標を計画する。(短期、中期(=今年度)、長期(卒業するまで)　・個
人面談
・全校集会 (前年度後期：クラブ・課外・ボランティア活動表彰)
・新入生オリエンテーション(1年生)
・コース選択のための説明会　・・・（1年生）  (2年生)
・自校学習
・資格の紹介
・個人面談
・交通安全教育・情報ネチケット教育
・主権者教育(模擬選挙・投票など)　 ×1回 ・・・(2年生)
・試験一週間前　学年集会（試験の心得・服装頭髪指導・その他注
意）
・自校学習(課題提出)
-------------------- [前期中間]
(第8週～第15週)
・目標・計画をふりかえり、次の目標を計画する。　・個別面談
・球技大会・体育祭(近大高専Ｎo1グランプリ：(KK1-GP)の準備・出
場メンバ―割り当ての指導
・自校学習
・キャリア教育・進路ガイダンス
・全校集会（選手壮行会）
・長期休み前注意指導等
・個別面談
・試験一週間前　学年集会（試験の心得・服装頭髪指導・その他注
意）
・自校学習(課題提出)
-------------------- [前期期末]

特別活動は、学級活動・ホームルーム活動、学生会活動、学校行事などを行なう。
　具体的には、
・自校教育を通じて、「実学教育」と「人格の陶冶」という学園の教育理念を学ぶ。
・学生個人個人については、これまでの義務教育で受動的だった学習を各学生に
目標を立てさせて、その状況を把握し、次の目標へとスパイラルアップさせていき、
自主的・能動的な学習へ移行を進める。
・全体指導や個別面談補通じて、学習へのモチベーションを上げさせる。
・ホームルーム活動を通じて、人としての守るべきルールを理解させていく。
・自校学習・市民公開講座を通じて、広い視野で、色々な分野のことを学習する。
・球技大会・体育祭(KK1-GP)や、文化祭(高専名張祭)等の学生会活動を通じて、
クラスで協力して実施し、よりよい人間関係を築き、協調性を養うことを学ぶ。

・・・1年(30)、2年(30)、3年(30)=計90単位時間以上実施する。
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